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１．はじめに 

 平成 26 年 3 月に JIS A 5308 が改正公示され，回収骨材の取扱いが規定された．この規定では自工場で出荷

したレディーミクストコンクリート（以下，生コンと称す）に限り，回収骨材の使用が認められている．また，

平成 30 年 6 月には，建築基準法第 37 条においても建築材料として規定された．しかし，平成 29 年度建築基

準整備促進事業報告会によると，回収骨材を使用したコンクリートを標準化している工場は，全体の 0.65％と

の報告であり 1），普及が進んでいないのが現状である．一方，今後，労働人口の減少が避けられず生コン工場

における戻りコンクリート（以下，戻りコンと称す）の処理の効率化の観点から，複数の生コン工場の戻りコ

ンを集約して処理を行うことは必要不可欠になると考えられる．これまでに，著者らは複数工場から回収した

回収細骨材と自工場から回収したものを比較し，骨材物性値が同程度であることを報告した 2）．そこで本研究

では，複数工場の戻りコンから回収した回収細骨材を用いたモルタルのフレッシュ（経時変化）および硬化性

状を明らかにすることを目的とし，その基礎特性について報告する． 

２．実験概要 

２.１ 回収骨材の製造方法 

回収骨材の製造方法は，戻りコンを洗浄後に 1 次洗

浄振動ふるい（7-26mm）で分級し，7mm ふるいに留

まるものを回収粗骨材とした．更に 7mm ふるいを通

過したものを 2 次洗浄振動ふるい（1mm），湿式サイ

クロンおよび 3 次洗浄振動ふるい（0.7mm）の処理工

程により回収したものを回収細骨材とした． 

２. ２ 原細骨材の物性値 

 原細骨材の物性値を表-1 に示す．表より，複数工

場で使用している細骨材は，2 種混合で各種細骨材の

混合割合は確認できなかった．一方，自工場は 3 種混

合で砕砂 5：山砂 3：石灰砕砂 2 の混合割合である．  

２. ３ 配合および試験方法 

 本実験の配合表を表-2 に示す．結合材に普通ポル

トランドセメント，細骨材は，複数工場の回収細骨材

を 6種，比較用として自工場の回収細骨材を 1種用い，

混和剤は高性能 AE 減水剤（以下，SP と称す）と消

泡剤（以下，DF と称す）を使用した．モルタルフロ

ー試験(JISR5201)および空気量試験（JISA1128）につ

いては練直，30 分，60 分にて経時変化量の測定を行

った．また，圧縮強度試験（JISA1108）および凝結試

験(JISA1147)については，複数工場④,⑤,⑥および自 
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表-1 原細骨材の物性値 

密度
（絶乾）

吸⽔率 微粒分量 ＦＭ ＡＳＲ

ｇ/ｃｍ3 ％ ％ - 判定
⼭砂 2.52 - - 2.10
砕砂 2.66 - - 3.40
⼭砂 2.58 - - 2.47
砕砂 2.63 - - 3.09
⼭砂 2.58 - - 2.65

⽯灰砕砂 2.67 - - 2.45
砕砂 2.51 2.51 1.3 3.02
⼭砂 2.54 1.21 1.4 1.62

⽯灰砕砂 2.63 1.11 5.6 3.66
⾃⼯場 Ａ

Ａ⼯場

Ｂ⼯場

Ｃ⼯場

⼯場

複数⼯場

種類

Ａ

表-2 配合表 

⽔セメント⽐
普通ポルトラ
ンドセメント

練り⽔ 回収細⾻材
⾼性能ＡＥ
減⽔剤

消泡剤

Ｗ/Ｃ Ｎ Ｗ Ｓ ＳＰ ＤＦ
％ ｋｇ/m3 ｋｇ/m3 ｋｇ/m3 ％ ％

複数⼯場① 50 450 225 1529 0.65 0.20
複数⼯場② 50 450 225 1523 0.65 0.20
複数⼯場③ 50 450 225 1535 0.65 0.20
複数⼯場④ 50 450 225 1535 0.65 0.30
複数⼯場⑤ 50 450 225 1517 0.65 0.30
複数⼯場⑥ 50 450 225 1541 0.65 0.30
⾃⼯場⑦ 50 450 225 1494 0.65 0.30

Ｎｏ

表-3 回収細骨材の物性値 
密度

（表乾）
密度

（絶乾）
吸⽔率 ＦＭ 微粒分量

セメント
付着量

ｇ/ｃｍ3 ｇ/ｃｍ3 ％ - ％ ％
複数⼯場① 2.61 2.54 2.46 2.74 3.50 8.59
複数⼯場② 2.59 2.52 2.68 2.76 4.20 8.17
複数⼯場③ 2.60 2.55 2.15 2.79 3.90 8.69
複数⼯場④ 2.61 2.56 2.03 2.75 3.90 8.28
複数⼯場⑤ 2.58 2.52 2.51 2.63 5.60 8.89
複数⼯場⑥ 2.67 2.62 1.89 2.29 4.90 8.98
⾃⼯場⑦ 2.54 2.44 3.88 3.09 2.70 8.14

項⽬名称

回収細⾻材
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工場⑦について実施し，試験体は練上がり後に φ50×100mm の円柱供試体を作製した．試験材齢は，1 日，7

日，28 日とし，試験材齢まで水中養生（20±2℃）とした．さらに，回収細骨材に付着しているセメント分の

測定方法は，使用骨材に石灰系の骨材を使用している為，「グルコン酸ナトリウムによる硬化コンクリートの

単位セメント量試験」（NDIS3422）を採用した 3）． 

３. 試験結果および考察 

３.１ 回収細骨材の物性 

 回収細骨材の物性値を表-3 に示す．複数工場から回収し

た回収細骨材は，自工場に比べ密度は大きく，吸水率は小

さくなった．  

３.２ モルタルフローの経時変化 

回収細骨材を用いたモルタルフローの経時変化量を図-1

に示す．図より，練直から 60 分までの経時変化量は，SP の

添加量を一定とした条件下で複数工場①および自工場⑦の

変化量が大きく，全配合でバラつきが見られた．これらは，

回収細骨材に付着したセメント分が練混ぜにより，解砕さ

れたことが影響したものと考えられる． 

３.３ 凝結試験 

 回収細骨材を用いたモルタルの凝結試験結果を図-2 に示

す．図より，自工場と比較し，複数工場で回収した回収細

骨材は始発および終結時間が大きくなった．これは，回収

細骨材に付着および含有したセメント分に含まれる未水和

セメントが影響したものと考えられる．  

３.４ 圧縮強度試験 

回収細骨材を用いたモルタルの圧縮強度試験結果を図-3

に示す．図より，複数工場および自工場で回収した回収細

骨材は，材齢 7 日で複数工場④が最も圧縮強度は大きくな

り，他の配合は自工場と同程度となった． 

４. まとめ 

 上記の試験結果より，以下のことが得られた． 

1)  複数工場から回収した回収細骨材は，自工場に比べ密度

は大きく，吸水率は小さくなった． 

2） 複数工場から回収した回収細骨材を用いたモルタルの

経時変化量は，回収細骨材に付着したセメント分が影

響したものと考えられる． 

3） 複数工場から回収した回収細骨材を用いたモルタルの

凝結試験は，始発および終結時間が大きくなった． 

4） 圧縮強度は複数工場のものと自工場のものでほぼ同程

度となった． 
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図-1 モルタルフローの経時変化量 
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図-2 凝結試験 
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図-3 圧縮強度試験 
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